加工食品適正表示チェックリスト
	事　業　所
（製造・加工所等）
	名　称
	

	
	所在地
	

	表示責任者氏名
	



	１　内部監視体制のチェック

	権限・責任の明確化

1 事業所内に表示責任者を選任していますか。

2 事業所内の表示に関わる者の権限及び責任が自社内で明確になっていますか。

情報の共有

3 使用している原材料や期限設定の方法等の情報が製造部門や表示部門等で共有されていますか。

4 原材料、製造方法等の変更があった場合、その情報を表示責任者へ伝達する方法が定められていますか。

⑤ 伝達がおこなわれたことを記録していますか。

内部監視体制の構築

6 表示ミスを未然に防止するため、異なる部署（人）がチェックを行う内部監査を実施していますか。

7 表示ミスを発見した場合、その情報を表示責任者へ伝達する体制となっていますか。
	□OK

□OK

□OK

□OK

□ＯＫ

□OK
□OK

	２　食品表示のチェック

	1 製品ごとに表示事項の確認を行っていますか。

　　「加工食品の一括表示チェックポイント」（Ｐ３～）参照

②　原材料、製造方法などの変更を行った場合、表示事項の再確認を行っていますか。
	□OK

□OK




	③　表示の必要な加工食品ですか。

◇次のア、イに該当する場合には表示の義務がありません。
ア　容器に入れずに、又は包装せずにバラ売りするもの

イ　店頭で客の求めに応じて量り売りする場合（対面販売）で、繁忙期を見込んで予め１日の販売量の範囲内において容器包装された商品
	□該当する　□該当しない

□該当する　□該当しない


◇食品表示が必要な製品はＰ３に進み、表示項目ごとにチェックをします。
加工食品の一括表示チェックポイント






	名　称
	ビスケット

	原材料名
	小麦粉、砂糖、ショートニング、全粉乳、カカオマス、ココアパウダー、

脱脂粉乳、卵黄、食塩、ベーキングパウダー、乳化剤、香料
（原材料の一部に豚、大豆を含む） 

	内容量
	150g

	賞味期限
	2008.12.1

	保存方法
	直射日光を避け、常温で保存

	製造者
	株式会社○○製菓

石川県○○市△△町□□番地




　　　　　　　　





	◆文字の大きさ

	①　文字の大きさは８ポイント以上ありますか。
　　◇表示可能面積が１５０平方センチ以下では、5．5ポイント以上の活字にす

ることができます。

◇150平方センチは、１辺が５cmの立方体の表面積に相当します。
◇表示可能面積は、容器、包装の面積です。印刷ラベルの面積ではありません。
	□ＯＫ

	◆名称　

	① 「名称」は、その商品の内容を表す一般的な名称ですか。
◇一般的な名称の基準として食品衛生法による規定や「日本標準商品分類」の
商品項目を参考として下さい。
◇商品の主要面（見やすい面）に一般的な名称を記載している場合には、一括
表示から名称欄を省略できます。
◇「名称」欄は、商品名を書く欄ではありません。商品名のみを記載する

ことはできません。
	□ＯＫ　　
〔一般的な名称の例〕
和生菓子：　　
どら焼き、鯛焼き、ういろう、かのこ、ねりきり、きんつば、かるかん、きりざんしょ、さくらもち、かしわもち、うぐいすもち、だいふく、ちまき、蒸しようかん、みずようかん、だんご、あんだんご、くしだんご、しょう油だんご
・「○○の里」という商品名の

どら焼きの場合

〔正しい表示例１〕
名称

和生菓子

「名称」を「品名」としてもよい

〔正しい表示例２〕
名称

どら焼き

〔不適正な表示例〕
名称

○○の里



	◆原材料名　　「原材料の基礎情報の確認シートの記載例」（P17）を参考にして作成し、以下の項目をチェックしてください。

	①　作成に当たって、以下の情報は十分揃えてありますか。
ア　製品規格書（レシピ）
　　◇製品規格書とは原材料の配合割合や製造工程を記したものです。
イ　仕入先からの原材料の製品説明書、検査証及び証明書等

②  使用した原材料をすべて表示していますか。

使っていない原材料を表示していませんか。

③  記載順は、製造時に配合した重量順となっていますか。
◇原材料を重量順に記載するよう定めているのは、商品名からイメージされる使用量と大幅に異なることなどによる消費者の誤認や不利益を防止するためです。

◇以下のような場合、消費者に使用した原材料の量が適切に判断できるよう原材料の記載順について考慮が必要です。
ア　製造時に配合した量と最終製品中に含まれる量が明らかに違う場合
　　　　　(例)フライ類の揚げ油、エキス抽出目的の茶やハーブ類、肉をつけ込んだ調味液
等は、製品に吸収される油、製品に残るエキスや調味液の重量を、事業者自身が（業界の試験結果などから）推測した量で、重量順に記載します。

イ　乾燥（濃縮）した原料を使用するため、使用した原材料の重量を単純に比較することが適当でない場合
(例)こんぶの佃煮のように、こんぶの入手時には乾燥した形であっても、製造の際に水に戻して使用する製品は、内容物を誤認させないよう注意しつつ、乾燥前のこんぶの重量を推測した量で、重量順で記載することができます。
④ 使った原材料よりも優良なものと消費者に誤認を与える原材料名となっていませんか。
（例）「上白糖」を使用したのに、原材料名に「グラニュー糖」や「和三盆」と記載してはいけません。
　　　

複合原材料の表示
複合原材料を使用している場合は以下をチェックします。

使用していない場合は次ページの食品添加物の表示に進みます。

◇２種類以上の原材料からなる一次加工品や調味料などを「複合原材料」といいます。

⑤  複合原材料の表示は、複合原材料名の後に括弧を付けて、重量の多いものから複合原材料の原材料（添加物を除く）を記載していますか。
· 仕入れた複合原材料をその原材料にばらして記載してはいけません。

· 複合原材料中の食品添加物は（　）内に記載せずに、製品を製造する際に使用した他の食品添加物とともに記載します。
◇仕入れた複合原材料の原材料を省略できるのは、次のア、イに該当する場合です。　
ア　複合原材料の原材料すべてを省略できるもの　　

・　全ての原材料の重量に占める当該複合原材料の重量割合が５％未満であ

る。
・　複合原材料の名称から明らかにその原材料が消費者に分かると判断した。
・  JAS規格、個別品質表示基準で定義されている５０食品
（別冊「事業者のための食品表示テキスト～法令集～」P60参照）
イ　複合原材料の原材料の一部を省略できるもの
・　３種類以上からなる複合原材料であって、その複合原材料の重量に占める当該原材料の重量割合が３位以下であり、かつ５％未満のものをまとめて「その他」としている。
食品添加物の表示
⑥　食品添加物を除く原材料を先に記載し、その後に食品添加物を記載していますか。
⑦　複合原材料に使用されている食品添加物の記載漏れはありませんか。
◇複合原材料の原材料を省略できる場合であっても、キャリーオーバー等、次の⑧に該当しない食品添加物は省略できません。
⑧  食品添加物の表示を省略している場合、次のア、イ、ウに合致しますか。
　　※合致するかの判断が難しい場合は保健所等にご相談下さい。
ア　最終製品に残らない加工助剤

イ　複合原材料に含まれ、最終製品に効果を発揮しない添加物
（キャリーオーバー）

ウ　栄養を強化するために使用される添加物

　　　※栄養強化の目的で使用したものであっても、JAS法の個別品質表示基準において、添加物表示が必要な場合があります。（別冊「事業者のための食品表示テキスト」P73～74参照）

⑨  食品添加物製剤を使用している場合、その容器等に記載されている成分を確認し、主剤（主要成分：例えば保存料製剤のソルビン酸等）以外の成分についても、キャリーオーバーに該当するかどうか、アレルギー物質表示が必要かどうかについてチェックしていますか。
◇食品添加物製剤とは
食品添加物を２種以上混合したり、食品などによって希釈したり乳化したりして、使用する上で便利なように状態を変えたものを食品添加物製剤といいます。
10  以下の目的に使用した食品添加物は、用途名を併記した表示と  

なっていますか。
甘味料、着色料、保存料、糊料(増粘剤、安定剤、ゲル化剤)、酸化防止剤、発色剤、漂白剤、防かび剤(防ばい剤)
⑪　使用した食品添加物は一括名表示が可能な１４種類に該当しますか。
◇これらの添加物を決められた目的で使用した場合（別冊「事業者のための食品表示テキスト」P73参照）は、物質名でなく、目的効果を示す一括名での表示が可能です。
 イーストフード、ガムベース、かんすい、苦味料、酵素、光沢剤、香料又は合成香料、酸味料、軟化剤、調味料、豆腐用凝固剤又は凝固剤、乳化剤、pH調整剤、膨脹剤、ベーキングパウダー又はふくらし粉

アレルギー物質の表示
表示が義務づけられているアレルギー物質は「卵」、「乳」、「小麦」、
「えび」、「かに」、「そば」、「落花生」です。

◇「えび」「かに」は、平成２２年６月３日までに製造、加工又は輸入されるものについては、これまでどおり推奨表示として取り扱うことができますが、当該期間内に製造、加工又は輸入されるものであっても、可能な限り、表示してください。
⑫　以下のアレルギー物質の記載漏れはありませんか。
ア　複合原材料に含まれるアレルギー物質

イ　食品添加物に含まれるアレルギー物質

ウ　食品添加物製剤中に含まれるアレルギー物質

◇複合原材料の原材料や食品添加物のキャリーオーバー等で表示を省略できる場合であっても、複合原材料の原材料や食品添加物中のアレルギー物質は省略できません。

◇記載の方法としては、原材料名欄の最後に一括して記載することもできます。
遺伝子組換え表示　

⑬　以下の項目を確認し、遺伝子組換え表示の要否を判断します。

◇国内では、現在のところ遺伝子組換え作物の栽培はされていません。従って外国産の原料を使用した場合にのみ、以下のチェックをします。

ア　表示の対象となる農産物及びその加工食品が原材料に含まれる。
　　  〔対象農産物〕　　

大豆（枝豆、大豆もやしを含む）、とうもろこし、ばれいしょ、アルファルファ、てん菜、なたね、綿実
◇対象農産物以外（例えばキュウリや米）で「遺伝子組換えでない」旨の表示をすることは、禁止されています。
〔対象加工食品〕

対象農産物から作られた３２食品群（別冊「事業者のための食品表示テキスト」P66参照）
　　　　　◇組み換えられたDNA及びこれによって生じたたんぱく質が加工工程で除去・分解され、最新の検出技術を用いても検出されない加工食品（サラダ油、しょうゆなど）については、遺伝子組換えに関する表示は必要ありません。　　
イ　対象農産物、対象加工食品が主な原材料（全ての原材料の重量に占める当該原材料の重量割合が上位３位まであり、かつ５％以上）である。
ア、イともに該当した場合、ウをチェックし、いずれかの表示をします。
ウ　(ｱ)分別生産流通管理が行われていない対象農産物、対象加工食品を原材料としている。
(ｲ)分別生産流通管理が行われている対象農産物、対象加工品で遺伝子組換えであるものを原材料としている。

(ｳ)分別生産流通管理が行われている対象農産物、対象加工品で遺伝子組換えでないものを原材料としている。
◇分別生産流通管理とは、「遺伝子組換え農産物」と「遺伝子組換えをしていない農産物」を農場から食品製造業者までの各段階で混入が起こらないよう管理し、そのことが書類等により証明されていることをいいます。
原材料表示に関するその他の事項
⑭　枠外に原材料名を記載する場合、一括表示欄にその記載場所を具体的に示していますか。

	□OK

　 　 

□OK

□OK      
□ＯＫ

□ＯＫ

白あんの状態で仕入れて使用した場合
〔不適正な表示例〕

砂糖、いんげん豆、水飴、塩
〔正しい表示例〕

白あん(砂糖、いんげん豆、水飴、塩)

〔表示例〕
ごまクッキーに使っているごまペーストの重量がごまクッキーの原材料全体の5%未満の場合

ごまペースト（ごま、砂糖）と表示するべきところを

→　ごまペースト　と記載

〔表示例〕

　あん(砂糖、小豆、水飴、塩)

と表示するべきところを

→　あん　と記載

〔表示例〕
弁当に入っている煮物のうち、醤油、食塩の重量が煮物の重量の5%未満の場合

煮物(蓮根、人参、ごま、醤油、食塩)
と表示するべきところを
→　煮物（蓮根、人参、ごま、その他）と記載
□OK

□OK      □該当しない

□OK　

(例)豆腐の製造工程中、大豆汁の消泡の目的で添加するシリコーン樹脂

(例)せんべいの製造の際に調味に使用したしょうゆの中の安息香酸（保存料）（せんべいの保存料として使用したわけではなく、保存料としての効果を発揮するだけの量がせんべいに含まれていない）

(例)L-アスコルビン酸（ビタミンC）

・栄養強化の目的→表示の必要なし
・酸化防止剤として使用

→「酸化防止剤(ビタミンC)」と表示が必要
□ＯＫ　　　□該当しない

□ＯＫ　　　□該当しない

〔表示例〕　甘味料（ステビア）

□該当　　　□該当しない

□ＯＫ

□OK〔表示例〕乳化剤（大豆由来）　　　

□ＯＫ

〔表示例〕

「原材料に卵、乳、小麦を含む」

□該当      □該当しない

□該当      □該当しない

□該当

〔表示例〕大豆（遺伝子組換え不分別）

□該当

〔表示例〕大豆（遺伝子組換え使用）

□該当

〔表示例1〕大豆　

〔表示例2〕大豆（遺伝子組換え不使用）
〔正しい表示例〕

原材料名 枠外の右下に記載

〔不適正な表示例〕

原材料名　別途記載     

	· 原料原産地名
加工食品のうち４品目＋２０食品群（別冊「事業者のための食品表示テキスト」P55～63参照）については、原料原産地を表示する義務があります。表示義務のある対象食品に該当する場合、チェックをします。（輸入した商品は除きます）

	1 全ての原材料の重量に占める当該原材料の重量割合が５０％以上のものに、その原産地を表示していますか。　
◇５０％以上を占める原材料に原料原産地表示の義務があります。

　　　　◇国産品にあっては「国産」、輸入品にあっては「Ａ国（原産国）」と表示します。国産品は「国産」の表示に代えて都道府県名その他一般に知られている地名などを表示することができます。
　　  

◇同じ種類の原材料で複数の産地のものを混合した場合は、重量の多い順から原料原産地名を記載します。原料原産地が３カ所以上ある場合は、上位２カ所以上を記載し、以下「その他」とすることも可能です。
②　原料原産地表示の根拠を書類等で確認していますか。

③　枠外に原料原産地名を記載する場合、一括表示欄にその記載場所を具体的に示していますか。
	□ＯＫ
〔表示例〕

①原材料名欄に括弧書きで表示

②原料原産地名欄を設けて表示

③原料原産地が複数ある場合
□ＯＫ
□ＯＫ　　□該当しない

	◆内容量

	①  質量(g等)、体積(ml等)、個数（個）などの単位を明記していますか。
◇「特定商品の販売に係る計量に関する政令」に掲げる「特定商品」（別冊「事業者のための食品表示テキスト」P13～P14参照）は計量法の規定により表示しなければなりません。
②  内容量を省略する場合、次の省略規定に該当しますか。
ア　外見上容易に内容量を識別できる。
イ　商品の見やすい面に一般的な名称とともに内容量の記載がある。
◇名称と共に内容量が記載されていれば、一括表示への記載は省略できます。
	□OK      

□ＯＫ　　□該当しない 

	◆期限表示

	1  「消費期限」、「賞味期限」を設定した根拠はありますか。
◇Ｐ19～の「期限設定のポイント」を参考に設定しましょう。

設定した際の資料は根拠となりますので保管しておいてください。
②　「消費期限」、「賞味期限」の項目名は正しいですか。
「消費期限」：定められた方法により保存した場合において、腐敗、変敗その他の品質の劣化に伴い安全性を欠くこととなるおそれがないと認められる期限を示す年月日をいう。 
「賞味期限」：定められた方法により保存した場合において、期待されるすべての品質の保持が十分に可能であると認められる期限を示す年月日をいう。ただし、当該期限を越えた場合であっても、これらの品質が保持されていることがあるものとする。
③　表示方法は以下のパターンと適合しますか。
　　　ア　平成２０年６月１日

　　　イ　２０．６．１

　　　ウ　２００８．６．１

　　エ　０８．６．１
◇H20. 6. 1という表示はできません。
◇「．」を省略する場合は、6月→06、1日→01（「080601」）と表示します。
　 　◇製造から３ヶ月以上の期限の場合、日は省略できます。日を省略する場合の期限は、月末と見なすので平成20年6月1日までのものは「平成20年5月」と表示します。

④  枠外に期限表示する場合、一括表示欄にその記載場所を具体的に示していますか。
	□OK

□OK

□OK

　

〔表示例〕　080601

□ＯＫ　 □該当しない

	◆保存方法

	①　期限表示の設定根拠に基づいた保存方法を記載していますか。
◇保存方法は期限表示の前提条件となるもので、未開封での温度やその他の条件を記載するものです。
◇「開封後の取扱い注意」は、「保存方法」は別のことであるので、別の項目を設けて記載するか、枠外に記載します。
②　枠外に保存方法を表示する場合、期限表示も近接した場所に表示していますか。
◇保存方法のみを枠外に表示することはできません。

③　常温で保存すること以外に「直射日光を避ける」等の留意事項はありませんか。
　　◇常温で保存すること以外に、その保存方法に関して留意事項がない場合は保存方法を省略できます。

◇「直射日光を避ける」等の留意事項がある場合、保存方法は省略できません。
	□OK

□ＯＫ　　□該当しない
□該当する　　□該当しない　

	◆原産国名

	1 次のア～エのいずれかに該当しますか。該当する場合は「輸入品」となり原産国の表示が必要となります。

ア　外国で容器包装し、そのままの形態で販売する製品

　　
イ　バルクの状態で輸入したものを国内で小分けし容器包装した製品
　　◇「バルクの状態」とは、最終製品として包装されていない状態です。
　　
ウ　製品輸入したものを、国内で詰め合わせた製品

　　 
エ　その他、輸入された製品について、国内で「商品の内容について

実質的な変更をもたらす行為」が施されていない製品
　　 ◇次の場合は、「商品の内容について実質的な変更をもたらす行為」に含まれ

ません。

　　　　(ｱ)商品にラベルを付け、その他標示を施すこと

　　　　(ｲ)商品を容器につめ、又は包装をすること

　　(ｳ)商品を単に詰合せ、又は組合わせること
(ｴ)輸送又は保存のための乾燥、冷凍、塩水漬けその他これに類する行為 
	〔輸入食品の表示例〕
一括表示の中で「原産国」を表示し、「輸入者」または「加工者」「販売者」名を記載します。


□該当する　　□該当しない　　

□該当する　　□該当しない

□該当する　　□該当しない

□該当する　　□該当しない

	◆製造者等

	①　他社から仕入れ、単に小分け包装しただけの商品に「製造者」と表示していませんか。
◇「製造」とは、その原料として使用した物と、本質的に異なる新たな物を作り出すことです。(JAS法の「製造」の定義)

◇「加工」とは、あるものを材料として、その本質は保持させつつ、新しい属性を付加することです。(JAS法の「加工」の定義)
◇単に小分け包装しただけの商品では、「加工者」と表示します。
②　販売者が表示内容に責任を持つ場合、製造者（加工者）と製造所所在地の表示、又は製造所固有記号を表示していますか。
◇食品衛生法では、最終包装した者と所在地の表示が義務付けられています。
◇販売者と製造者を併記する場合、表示責任について協議していますか。

（どの項目について、責任を持つのか協議しておく必要があります。）

③  表示する製造者の住所が本社の所在地であって、実際の製造所所在地と異なる場合、製造所固有記号を表示していますか。
④　住所は、県名から番地までの記載をしていますか。
　　◇金沢市など県庁所在地は県名の記載を省略できます。
	□ＯＫ　　□該当しない
□ＯＫ　　□該当しない
□OK　　□該当しない
□ＯＫ

	· その他の表示に関する項目

	特色のある原材料表示
次の特色のある原材料を使用した旨の表示（強調表示）を行っている場合、①～③をチェックします。
◇該当しない場合は④以降に進みます。

◇特色のある原材料とは
 　「国産大豆絹豆腐」の「国産大豆」のように、特色のあることを示す用語を冠することにより、差別化が図られた表示のことです。

例えば、商品に「国産大豆使用」と特色のある原材料が表示されている場

合、消費者は「国産大豆」の使用割合が100%であると認識すると考えられます。実際には「国産大豆」の使用割合が10%であったとすると、消費者を誤認させることになるため、「国産大豆10%使用」と使用割合を併記するよう規定しています。

なお、特色のある原材料（「国産大豆」）を使用していても、「国産大豆」と表示しないのであれば、割合表示を行う必要はありません。　
　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　
① 「複合原材料」の原材料を「特色のある原材料」として強調表示していませんか。
（例）北海道産牛乳を使用して製造されたバターを仕入れ、お菓子を製造した際には、「北海道産牛乳から製造されたバター使用」とは記載できますが「北海道牛乳使用」と記載することは不適切です。
②　 割合の記載がありますか。（ア、イいずれかの割合を記載します。）
ア　製品全体の原材料に占める重量割合　→表示例１
イ　特色のある原材料と同一種類の原材料をあわせたものに占める重量割合　→表示例２
◇強調表示をすると、その重量割合を表示することが義務となります。
◇重量割合が１００％のときは重量割合は省略できます。
◇イで記載する場合、同一種類の原材料中の割合である旨を表示します。
→表示例２
③重量割合の表示は、主要面（見やすい面）の強調表示に近接した
場所、或いは一括表示の原材料中に括弧を付して記載しています
か。
　　◇消費者の誤解を防ぐためには、すべての強調表示に重量割合を表示することが望ましいです。
個包装の食品を詰め合わせた商品の表示

④　個包装の食品を詰め合わせた商品で、１つ１つに表示をしても、外装から個包装の表示が見えない場合、外装に表示をしましたか。　

◇詰め合わせ品の１つ１つに表示があり、外装からその表示が見える場合は、外装への表示は必要ありません。
⑤　外装の表示には、個別商品毎に原材料名を表示していますか。
⑥  外装の表示には、個別商品毎の内容量を記載していますか。
⑦　賞味（消費）期限が異なる食品を詰め合わせた商品である場合、
外装に個々の商品毎の期限、或いは一番早い期限を表示していますか。
その他ＪＡＳ法の禁止事項

⑧　産地を表示する場合、産地名の意味を誤認させる恐れはありませんか。

◇加工地なのか、原料原産地なのか分からない地名の表示は禁止されています。
⑨　内容物を誤認させるような文字、絵、写真その他の表示がないですか。

⑩「有機○○」「オーガニック○○」等の表示をする場合、「有機加工食品の日本農林規格」の認定を受けたものですか。
◇認定を受けていない商品には、「有機」「オーガニック」などの表示が禁止されています。

	
 　 

〔該当例〕
・特定の原産地のもの

「国産大豆絹豆腐」「十勝産小豆使用」
・有機農産物、有機畜産物、有機加工食品
「有機小麦粉使用」
・非遺伝子組換えのもの

「非遺伝子組換え大豆使用」
・特定の製造地のもの

「北海道で製造されたバターを使用」
・特別な栽培法により生産された農産物

「特別栽培ネギ入り」
・品種名等
「コシヒカリ入り」「本まぐろ入り」
・銘柄、ブランド名、商品名
「能登牛使用」「中島菜入り」
□ＯＫ　　　□該当しない
□OK
乾燥そばの原料のうちそば粉が８０％を占め、そば粉のうち信州産そば粉が
５０％の場合
〔表示例1〕信州産そば粉４0%使用

〔表示例2〕そば粉のうち信州産そば粉50％使用
そばまんじゅうのように製品中、そば粉がごく少量しか含まれていないものについては、消費者が誤認しないよう注意して表示例１の方法で表示してください。
□OK　　

□OK　　　□該当しない
□ＯＫ
□ＯＫ
□ＯＫ

〔外装への表示例〕

□ＯＫ　　□該当しない
（例）輪島で製造した「あじの開き」に他県産のあじを用いている場合「輪島産あじの開き」と表示はできません。
□ＯＫ　　□該当しない
□ＯＫ　　□該当しない


	◆その他の基準、関係法について

	表示に関するその他の基準、関係法について確認しましょう
JAS法の個別品質表示基準（表示事項、規制事項に該当しないか）　　
　 別冊「事業者のための食品表示テキスト～法令集～」　Ｐ８９，９０　

農林水産省ホームページ　http://www.maff.go.jp/j/jas/hyoji/kijun_itiran.html
健康増進法（強調表示での栄養成分表示に該当しないか）　　

別冊「事業者のための食品表示テキスト」Ｐ８３～　

別冊「事業者のための食品表示テキスト～法令集～」Ｐ９３～　

景品表示法（誇大表現、優良誤認に該当しないか）　　　　　

別冊「事業者のための食品表示テキスト」Ｐ９３～　

別冊「事業者のための食品表示テキスト～法令集～」Ｐ１２９～

薬事法（効果効能表現がないか）


〔チェックを始める前に〕


　○　企業のための表示になっていませんか？


　○　食品表示は、消費者の方への大切な情報です。正しく分かりやすい記載が食品の価値を


　　  高めることにもつながります。


〔チェックの手順〕


　１　内部監視体制のチェックをします。自社で定期的にチェックするとよいでしょう。


　２　食品表示のチェックをします。製品ごとのチェックについては、まず、表示の必要な製品かをチェックし、必要な製品はＰ３からの食品表示項目ごとのチェックをします。新製品を作るときはもちろん、原材料や製造方法が変わったときには必ずチェックします。また、表示ミスがないか定期的にチェックするとよいでしょう。


。


























Ｐ４





◆名称


表示をしようとする加工食品の内容を表す一般的な名称を記載します。「名称」に代えて項目名※を「品名」としてもさしつかえありません。


※項目名とは、左の記載例の「名称」「原材料名」「内容量」


などのことです。





根拠法令


食品衛生法、ＪＡＳ法、計量法





◆原材料名


「原材料」　と　「食品添加物」　に区別して、それぞれ重量の多い順で記載します。





また、アレルギー物質、遺伝子組換えの表示をします。


生鮮食品に近い加工食品（別冊「事業者のための食品表示テキスト」P55～63）は、原料の原産地を表示します。









































　　























Ｐ４～９





P16「原材料の基礎情報の確認シート」参照





【項目名】





記　載　例














P９





◆内容量


　内容重量、内容体積又は個数等で、単位を明記して記載してください。


　


なお、特定商品の販売に係る計量に関する政令（平成5年政令第249号）第5条参照）に掲げる特定商品については、計量法（平成4年5月法律第51号）の規定により記載してください。

















Ｐ10





Ｐ10





P19～「期限設定のポイント」参照








◆消費期限または賞味期限


　品質の劣化が早い食品（おおむね5日以内に消費すべき食品）には「消費期限」を、それ以外の食品には「賞味期限」を記載してください。　


　


期限の設定は、その食品のことを一番知っている製造者等が、科学的・合理的な根拠に基づいて行う必要があります。

















P11





◆保存方法


　開封前の保存方法を表示します。





保存方法は、期限設定の前提条件となります。


　飲食料品の特性に従い、「直射日光を避け、常温で保存すること」、「10℃以下で保存すること」等と記載してください。


　一部の食品は、食品衛生法で保存方法が定められています。





○文字の大きさは


　８ポイント以上です





１５０c㎡以下のものは


　５．５ポイント以上です





原寸大
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◆製造業者等の氏名又は名称及び住所


製造業者等の氏名又は名称及び住所を記載してください。


項目名は、小分け包装を行っただけの場合は「加工者」、製品輸入（包装済みのもの）した場合は「輸入者」、販売業者が表示を行う場合は「販売者」とします。


（販売者の場合は、製造所固有記号の表示が必要になります。）





その他の表示に関する項目





P12


　～15





名　　称　　　生あん


原材料名　　　いんげん豆（A国）





名　　称　　　生あん


原材料名　　　いんげん豆


原料原産地名　Ａ国





名　　称　   干しぶどう


原材料名　   ぶどう


原料原産地名 A国、B国、その他





名称


原材料名


内容量　


賞味期限


保存方法


原産国名　　　○○国


販売者





国産大豆使用


絹豆腐





名　称　洋菓子詰め合わせ


原材料


［チョコレートケーキ］


砂糖、卵、小麦粉、植物油脂、


カカオマス、全粉乳・・・


［いちごケーキ］


　砂糖、小麦粉、卵、植物油脂、


　カカオバター、いちご・・・


内容量　


［チョコレートケーキ］　５個


［いちごケーキ］　　　　５個


賞味期限　２００８．６．１


保存方法　１０℃以下で保存


製造者　　


株式会社○○製菓


石川県○○市△△町□□番地
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